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真菌細菌の菌種間相瓦作用における超微細構造
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研究成果 研究発表 
Crypωcocus ne~βrmans の感染成立における他菌檎の影 学会発表 
響に着目し，Staphylococus仰re仰の共存下での S. au付制 1) Ikeda R，Saito F，Yamaguchi M，and Kawamoto S: 
の C. neoformansへの付帯と C. neφrmansの死滅誘導を報 Fungal削 bacteria interaction: Killing of Cryptococcus 
してきた.本年度は，さらに間細胞の付着と細胞死の neoformans by Staphylococc削仰reus and the role of 
機序について検討した. C. neoformansの爽膜多糖類によ capsular polysaccharide. The sixth international 
りこの付着が阻止されることから， S. aureusの認識部位 conference on c:ヴP向cocus &Cryptococcosis. Boston， 
は爽膜と考え爽膜多糖類の主成分グルク口ノキシロマン USA，June 24-28，2005. 
ナン (GXM)とGXMの構造を化学的に改変した多糖 2)池田玲子，斉藤史人， 山口正視，川本進: 
類およびオリゴ糖を用いて認識部位を検討した.その結 Staphylocoα附仰reusの付着に誘導される CゥP均cocus 
果， S.仰reωはGXM主鎖マンナンのトリオ…ス以上を neoformansの死滅一認識部位の解析一. 第 49四日
認識していることが示唆された.一方， C.ne~βrmans の 本医真菌学会総会，真菌誌 46(増刊 1号):48，千
死滅には DNA断片化を伴うことが示されていたため， 葉， 10 月 6~7 日， 2005. 
透過電子顕微鏡によりアポト…シス様細胞死に特徴的な 3)Ikeda R，Saito F，Yamaguchi M，and Kawamoto S: 
クロマチン凝集などの微細構造の観察を試みた.すなわ Fungus-bacteria interactions: kil1ing of Cryptococcus 
ち， C. neofor.抑制と S.仰付制を 370Cで前培養し， 2菌種 neψrmans by the adherence of Staphyloco仰 5仰 reus. The 
を混合培養後に電子顕微鏡用試料を作製し透過電子顕微 16th Congress of the International Society for Human 
鏡で観察した. S.仰reusの付着により C. ne~βrmans の内 and Anima1Mycology. Paris，France，2006. 
部構造は明瞭に死細胞の特徴を示していたが，アポト 4)池田玲子，津村果菜子， 山口正視F 川本進: 
シス様細胞死を訴す微細構造は現在のところ観察されて Cヴ'Ptococcω ne~角rmans と Staphylococcus の相瓦作用:
いない. 面ブラズモン共鳴法による CヴPω coαω菌体認識部
細菌と病原真菌の付着とそれに続く C. neoformans細胞 位の検討.第 50四日本医真菌学会総会，真菌誌 47
死の機序を微細構造とともに解明することは，真核細胞 (増刊 1号):47，東京， 10月21 ~22日， 2006. 
の細胞死に関する悲礎研究および病原真閣に対する新規
制御法の開発に寄与するものと考えられる. 
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